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名

称

区

域

奥
入
瀬
川
流
域
ふ
る

さ
と
の
森
と
川
と
海

保
全
地
域

一

森
林

十
和
田
市
大
字
滝
沢
字
上
指
久
保
国
有
林
一
林
班
の
内
、
二
林

班
及
び
三
林
班
並
び
に
同
字
月
日
山
国
有
林
四
林
班
の
内
、
五
林

班
及
び
六
林
班
並
び
に
同
大
字
奥
瀬
字
高
崎
国
有
林
三
二
林
班
の

内
、
三
三
林
班
、
三
四
林
班
の
内
、
三
五
林
班
の
内
、
三
八
林
班
、

三
九
林
班
、
四
〇
林
班
、
四
一
林
班
、
四
二
林
班
及
び
四
三
林
班

並
び
に
同
字
惣
辺
山
国
有
林
四
四
林
班
、
四
五
林
班
、
四
六
林
班
、

四
七
林
班
、
四
八
林
班
、
四
九
林
班
、
五
〇
林
班
、
五
一
林
班
、

五
二
林
班
、
五
三
林
班
の
内
、
五
四
林
班
、
五
五
林
班
及
び
五
六

林
班
並
び
に
同
字
宇
樽
部
国
有
林
五
七
林
班
、
五
八
林
班
、
五
九

林
班
、
六
〇
林
班
の
内
、
六
一
林
班
、
六
二
林
班
、
六
三
林
班
、

六
四
林
班
、
六
五
林
班
及
び
六
六
林
班
の
内
並
び
に
同
字
尻
辺
山

国
有
林
六
七
林
班
、
六
八
林
班
、
六
九
林
班
、
七
〇
林
班
、
七
一

林
班
、
七
二
林
班
の
内
、
七
三
林
班
、
七
四
林
班
、
七
五
林
班
の

内
、
七
六
林
班
の
内
、
七
七
林
班
及
び
七
八
林
班
並
び
に
同
字
幌

内
山
国
有
林
七
九
林
班
の
内
、
八
〇
林
班
、
八
一
林
班
、
八
二
林

班
の
内
、
八
三
林
班
の
内
、
八
四
林
班
、
八
五
林
班
、
八
六
林
班
、

八
七
林
班
、
八
八
林
班
、
八
九
林
班
、
九
〇
林
班
及
び
九
一
林
班

並
び
に
同
字
黄
瀬
山
国
有
林
九
二
林
班
、
九
三
林
班
、
九
四
林
班
、

九
五
林
班
、
九
六
林
班
、
九
七
林
班
、
九
八
林
班
、
九
九
林
班
、

一
〇
〇
林
班
、
一
〇
一
林
班
、
一
〇
二
林
班
、
一
〇
五
林
班
、
一

〇
八
林
班
、
一
〇
九
林
班
、
一
一
〇
林
班
及
び
一
一
一
林
班
並
び

に
同
字
蔦
国
有
林
一
一
二
林
班
の
内
、
一
一
三
林
班
の
内
、
一
一

四
林
班
、
一
一
五
林
班
、
一
一
六
林
班
及
び
一
一
七
林
班
並
び
に

同
字
谷
地
国
有
林
一
一
八
林
班
の
内
、
一
一
九
林
班
、
一
二
〇
林

班
及
び
一
二
六
林
班
並
び
に
同
大
字
法
量
字
黒
森
山
国
有
林
一
二

七
林
班
の
内
、
一
二
八
林
班
の
内
、
一
二
九
林
班
、
一
三
〇
林
班
、

一
三
一
林
班
の
内
、
一
三
二
林
班
の
内
、
一
三
三
林
班
、
一
三
四

林
班
、
一
三
五
林
班
の
内
及
び
一
三
六
林
班
並
び
に
同
大
字
深
持

字
深
持
山
国
有
林
一
三
九
林
班
の
内
、
一
四
二
林
班
の
内
、
一
四

三
林
班
の
内
及
び
一
四
四
林
班
の
内
並
び
に
同
大
字
深
持
民
有
林

一
林
班
の
内
、
二
林
班
、
三
林
班
、
四
林
班
、
五
林
班
の
内
、
六

林
班
、
七
林
班
の
内
、
八
林
班
、
九
林
班
の
内
及
び
一
〇
林
班
の

内
並
び
に
同
大
字
滝
沢
民
有
林
一
八
二
林
班
の
内
、
一
八
三
林
班
、

一
八
四
林
班
、
一
八
五
林
班
の
内
、
一
八
六
林
班
の
内
、
一
八
七

林
班
、
一
八
八
林
班
、
一
八
九
林
班
、
一
九
〇
林
班
、
一
九
一
林
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( )

公

告

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
関
す
る
計
画
の
公
表

青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例

(

平
成
十
三
年
十
二
月
青
森

県
条
例
第
七
十
一
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
奥
入
瀬
川
流
域
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
保

全
地
域
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
関
す
る
計
画
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、

同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
十
八
年
八
月
二
十
三
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青 森 県 報平成18年８月23日 水曜日 号外第78号 2

班
、
一
九
二
林
班
の
内
、
一
九
三
林
班
、
一
九
四
林
班
、
一
九
五

林
班
及
び
一
九
六
林
班
並
び
に
同
大
字
法
量
民
有
林
一
九
七
の
一

林
班
、
一
九
七
の
二
林
班
の
内
、
一
九
八
の
一
林
班
の
内
、
一
九

八
の
二
林
班
の
内
、
一
九
八
の
三
林
班
の
内
、
一
九
九
林
班
の
内

及
び
二
〇
七
林
班
の
内
並
び
に
同
大
字
奥
瀬
民
有
林
二
三
五
林
班
、

二
三
九
林
班
、
二
四
〇
林
班
の
内
、
二
四
一
林
班
、
二
四
二
林
班

の
内
、
二
四
三
林
班
の
内
、
二
四
四
林
班
、
二
四
五
林
班
の
内
、

二
四
六
林
班
の
内
及
び
二
四
七
林
班
の
内

二

河
川

１

奥
入
瀬
川
の
区
域
の
う
ち
、
十
和
田
湖
か
ら
の
流
出
点
か
ら

海
に
至
る
場
所

２

奥
入
瀬
川
支
川
の
後
藤
川
の
区
域
の
う
ち
、
十
和
田
市
大
字

滝
沢
地
先
の
四
和
防
災
ダ
ム
か
ら
奥
入
瀬
川
と
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

３

奥
入
瀬
川
支
川
の
熊
の
沢
川
の
区
域
の
う
ち
、
北
股
沢
と
の

合
流
点
か
ら
奥
入
瀬
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

４

奥
入
瀬
川
支
川
の
片
淵
川
の
区
域
の
う
ち
、
三
川
目
沢
と
猿

倉
沢
と
の
合
流
点
か
ら
奥
入
瀬
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

５

奥
入
瀬
川
支
川
の
中
里
川
の
区
域
の
う
ち
、
大
石
倉
沢
と
冷

水
沢
と
の
合
流
点
か
ら
奥
入
瀬
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

６

青
森
県
に
属
す
る
十
和
田
湖
の
水
面
の
区
域

三

海
岸

１

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
一
川
目
一
三
三
、
一
三
三
地
先
、
一
三

四
の
一
、
一
三
四
の
三
、
一
三
九
の
一
、
一
三
九
の
一
地
先
、

三
六
〇
及
び
三
六
〇
地
先

２

次
の
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
オ
、
カ
、
キ
、
ク
及
び
ア
の
点
を

順
次
結
ぶ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
。
た
だ
し
、
上
北
郡
お
い
ら
せ

町
一
川
目
一
三
三
及
び
同
字
三
六
〇
の
区
域
を
除
く
。

ア

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
一
川
目
一
三
九
の
一
と
同
字
一
川
目

一
丁
目
一
五
の
境
界
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
五
十
五

メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

イ

ア
か
ら
北
東
方
向
に
百
二
十
六
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

ウ

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
下
川
原
二
五
の
四
と
同
字
二
五
の
二

四
の
境
界
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
四
百
九
十
メ
ー
ト

ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

エ

ウ
か
ら
南
西
方
向
に
八
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地

点
オ

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
一
川
目
一
三
四
の
一
と
同
字
一
三
四

の
二
の
境
界
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
一
四
二
メ
ー
ト

ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

カ

オ
か
ら
北
西
方
向
に
九
百
五
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

キ

ア
か
ら
南
東
方
向
に
二
百
三
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

ク

キ
か
ら
南
西
方
向
に
三
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の

地
点
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青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例

奥
入
瀬
川
流
域
保
全
計
画

平
成
１
８
年
８
月

青
森

県

目
次

第
１
保
全
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
特
質
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項

１
奥
入
瀬
川
流
域
の
概
要

１
２
奥
入
瀬
川
流
域
の
保
全
地
域

２
３
保
全
す
べ
き
森
・
川
・
海
の
環
境
の
特
質
の
概
要

４
４
保
全
地
域
の
土
地
利
用
､
地
域
文
化
の
概
要

５
５
保
全
の
方
針
そ
の
他
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

６

第
２
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
つ
い
て
の
施
策
に
関
す
る
事
項

１
清
流
管
理
指
針

７
２
森
・
川
・
海
の
主
要
な
要
素
を
保
護
す
る
た
め
の
事
項

11
３
森
・
川
・
海
の
維
持
・
管
理
に
関
す
る
事
項

14
４
管
理
上
必
要
な
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

14
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第
１

保
全
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
特
質
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項

１
奥
入
瀬
川
流
域
の
概
要

奥
入
瀬
川
は
､
十
和
田
湖
子
ノ
口
を
源
と
し
､
南
八
甲
田
の
山
々
か
ら
流
れ
て
く
る
黄
瀬
川
､
蔦
川
な
ど

の
支
川
を
集
め
な
が
ら
北
流
し
､
十
和
田
市
(旧
十
和
田
湖
町
)
焼
山
付
近
で
東
流
に
転
じ
た
あ
と
､
中
里

川
､
熊
の
沢
川
､
後
藤
川
な
ど
の
支
川
と
合
流
し
て
お
い
ら
せ
町
で
太
平
洋
に
注
ぐ
､
流
路
延
長
70.7㎞

(う
ち
河
川
法
に
基
づ
く
河
川
指
定
延
長
70.7㎞

)､
流
域
面
積
819.9

�
の
二
級
河
川
で
あ
る
｡
流
域
は
東

西
に
細
長
い
三
角
形
の
形
状
を
呈
し
､
南
側
に
五
戸
川
流
域
と
隣
接
す
る
｡

上
流
域
は
､
ブ
ナ
､
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
が
広
が
る
山
地
で
､
十
和
田
湖
､
奥
入
瀬
渓
流
周
辺
が
､

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
の
一
部
と
な
っ
て
お
り
､
ブ
ナ
自
然
林
や
奥
入
瀬
渓
流
に
代
表
さ
れ
る
全
国
で
も

有
数
の
観
光
地
と
な
っ
て
い
る
｡

中
下
流
域
は
､
洪
積
台
地
で
あ
る
上
北
台
地
と
奥
入
瀬
川
及
び
そ
の
支
川
の
堆
積
物
で
形
成
さ
れ
た
沖
積

低
地
と
な
っ
て
お
り
､
周
囲
の
丘
陵
と
一
体
と
な
っ
た
田
園
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
る
｡

奥
入
瀬
川
の
河
道
は
､
奥
入
瀬
渓
流
よ
り
上
流
(焼
山
よ
り
上
流
)
は
ほ
と
ん
ど
が
自
然
河
道
と
な
っ
て

い
る
が
､
そ
の
下
流
は
護
岸
が
整
備
さ
れ
､
自
然
河
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
､
ほ
と
ん
ど
の
区
間
で
豊
か

な
植
生
が
回
復
し
て
い
る
｡

海
岸
部
は
､
奥
入
瀬
川
河
口
よ
り
南
側
が
市
川
海
岸
､
北
側
が
横
道
海
岸
で
あ
る
が
､
と
も
に
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
及
び
海
岸
堤
防
が
整
備
さ
れ
た
砂
浜
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
海
岸
線
は
､
施
設
が
整
備
さ
れ
自
然

海
岸
は
減
少
し
て
い
る
｡

1

２
奥
入
瀬
川
流
域
の
保
全
地
域

奥
入
瀬
川
流
域
に
お
け
る
保
全
地
域
は
､
自
然
環
境
が
優
れ
た
状
態
を
維
持
し
て
い
る
区
域
の
う
ち
､
森

と
川
と
海
の
保
全
を
図
る
上
で
特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
区
域
と
し
て
､
自
然
環
境
が
優
れ
て
い
る
こ
と
､

多
様
な
動
植
物
や
希
少
な
種
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
こ
と
､
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
な
ど
の

理
由
か
ら
下
記
の
区
域
を
保
全
地
域
と
し
て
指
定
す
る
｡

2

保
全

地
域

森
林

下
記
の
林
班
に
含
ま
れ
る
｢水
土
保
全
林
｣
及
び
｢森
林
と
人
と
の
共
生
林
｣

＜
国
有
林
＞

(上
指
久
保
国
有
林
)
１
の
内
､２
､３

(月
日
山
国
有
林
)
４
の
内
､５
､６

(高
崎
国
有
林
)
３
２
の
内
､３
３
､３
４
の
内
､３
５
の
内
､３
８
､３
９
､４
０
､４
１
､４
２
､

４
３

(惣
辺
山
国
有
林
)
４
４
､４
５
､４
６
､４
７
､４
８
､４
９
､５
０
､５
１
､５
２
､５
３
の
内
､５
４
､

５
５
､５
６

(宇
樽
部
国
有
林
)
５
７
､５
８
､５
９
､６
０
の
内
､６
１
､６
２
､６
３
､６
４
､６
５
､
６
６
の
内

(尻
辺
山
国
有
林
)
６
７
､６
８
､６
９
､７
０
､７
１
､７
２
の
内
､７
３
､７
４
､７
５
の
内
､７
６

の
内
､７
７
､７
８

(幌
内
山
国
有
林
)
７
９
の
内
､８
０
､８
１
､８
２
の
内
､８
３
の
内
､８
４
､８
５
､８
６
､８
７
､

８
８
､８
９
､９
０
､９
１

(黄
瀬
山
国
有
林
)
９
２
､９
３
､９
４
､９
５
､９
６
､９
７
､９
８
､９
９
､１
０
０
､１
０
１
､１
０
２
､

１
０
５
､１
０
８
､１
０
９
､１
１
０
､１
１
１

(蔦
国
有
林
)
１
１
２
の
内
､１
１
３
の
内
､１
１
４
､１
１
５
､１
１
６
､１
１
７

(谷
地
国
有
林
)
１
１
８
の
内
､１
１
９
､１
２
０
､１
２
６

(黒
森
山
国
有
林
)
１
２
７
の
内
､１
２
８
の
内
､１
２
９
､１
３
０
､１
３
１
の
内
､１
３
２
の
内
､

１
３
３
､１
３
４
､１
３
５
の
内
､１
３
６

(深
持
山
国
有
林
)
１
３
９
の
内
､１
４
２
の
内
､１
４
３
の
内
､１
４
４
の
内

＜
民
有
林
＞

(旧
十
和
田
市
)
１
の
内
､２
､３
､４
､５
の
内
､６
､７
の
内
､８
､９
の
内
､１
０
の
内
､１
８
２

の
内
､１
８
３
､１
８
４
､１
８
５
の
内
､１
８
６
の
内
､１
８
７
､１
８
８
､１
８
９
､

１
９
０
､１
９
１
､１
９
２
の
内
､１
９
３
､１
９
４
､１
９
５
､１
９
６

(旧
十
和
田
湖
町
)
１
９
７
－
１
､１
９
７
－
２
の
内
､１
９
８
－
１
の
内
､１
９
８
－
２
の
内
､

１
９
８
－
３
の
内
､１
９
９
の
内
､２
０
７
の
内
､２
３
５
､２
３
９
､２
４
０

の
内
､２
４
１
､２
４
２
の
内
､２
４
３
の
内
､２
４
４
､２
４
５
の
内
､２
４
６

の
内
､２
４
７
の
内

河
川

１
十
和
田
湖
(子
ノ
口
)
か
ら
河
口
ま
で
の
奥
入
瀬
川
の
区
域

２
四
和
防
災
ダ
ム
か
ら
奥
入
瀬
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
後
藤
川
の
区
域

３
北
股
沢
の
合
流
点
か
ら
奥
入
瀬
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
熊
の
沢
川
の
区
域

４
三
川
目
沢
と
猿
倉
沢
と
の
合
流
点
か
ら
奥
入
瀬
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
片
淵
川
の
区
域

５
大
石
倉
沢
と
冷
水
沢
と
の
合
流
点
か
ら
奥
入
瀬
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
中
里
川
の
区
域

６
青
森
県
に
属
す
る
十
和
田
湖
の
水
面
の
区
域

海
岸

横
道
海
岸
の
区
域
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３
保
全
す
べ
き
森
・
川
・
海
の
環
境
の
特
質
の
概
要

森
林
の
区
域
は
､
水
源
か
ん
養
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
な
ど
と
し
て
の
機
能
が
高
く
､
奥
羽
山
脈

の
一
番
北
側
に
位
置
し
､
動
植
物
の
保
護
等
を
目
的
と
す
る
｢八
甲
田
山
森
林
生
物
遺
伝
資
源
保
存
林
｣
及

び
野
生
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
の
拡
大
と
相
互
交
流
の
促
進
や
森
林
の
連
続
性
の
確
保
を
目
的
と
す
る

｢緑
の
回
廊
｣
が
設
定
さ
れ
て
い
る
｡

ブ
ナ
､
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
を
中
心
と
す
る
広
葉
樹
､
ス
ギ
､
ア
カ
マ
ツ
を
中
心
と
す
る
針
葉
樹
が
広
が
り
､

か
つ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
南
部
馬
の
放
牧
地
や
､
畑
地
の
開
墾
に
よ
る
伐
採
､
ス
ギ
や
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
植
林
､

コ
ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
な
ど
の
薪
炭
林
へ
の
転
換
な
ど
に
よ
り
､
現
在
､
ブ
ナ
の
天
然
林
が
残
る
の
は
十
和
田
八

幡
平
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
奥
入
瀬
渓
流
周
辺
の
上
流
域
の
み
で
あ
る
｡

奥
入
瀬
渓
流
よ
り
上
流
は
､
ほ
と
ん
ど
が
自
然
河
道
で
あ
り
､
瀬
と
淵
が
連
続
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
｡

川
辺
に
は
サ
ワ
グ
ル
ミ
を
主
体
と
す
る
渓
畔
林
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
､
エ
ゾ
イ
ワ
ナ
､
ヤ
マ
メ
な
ど
の

魚
種
が
､
砂
礫
底
の
箇
所
で
は
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
が
生
息
す
る
｡

奥
入
瀬
渓
流
の
下
流
は
､
河
川
改
修
済
み
で
あ
る
が
､
ヤ
ナ
ギ
､
ヨ
シ
､
ツ
ル
ヨ
シ
な
ど
の
植
生
が
見
ら

れ
､
緑
豊
か
な
河
道
と
な
っ
て
い
る
｡
流
れ
の
緩
や
か
な
と
こ
ろ
で
は
ヨ
シ
の
植
生
が
主
流
で
あ
る
の
に
対

し
､
背
後
の
山
腹
斜
面
が
迫
り
､
流
れ
が
や
や
速
く
な
る
上
流
域
で
は
ツ
ル
ヨ
シ
の
植
生
の
出
現
頻
度
が
高

く
な
る
｡
ま
た
､
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
､
カ
ジ
カ
(小
卵
型
)､
ウ
グ
イ
､
ド
ジ
ョ
ウ
､
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
､
エ
ゾ
イ
ワ

ナ
､
ヤ
マ
メ
な
ど
の
魚
種
が
生
息
す
る
｡

広
瀬
橋
付
近
に
は
､
冬
季
に
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
｡

4
3

図
奥
入
瀬
川
流
域
と
保
全
地
域
指
定
位
置
図
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４
保
全
地
域
の
土
地
利
用
､
地
域
文
化
の
概
要

奥
入
瀬
川
の
上
流
部
に
は
､
日
本
有
数
の
ブ
ナ
原
生
林
が
広
が
っ
て
い
る
が
､
そ
の
多
く
が
国
有
林
で

｢森
林
と
人
と
の
共
生
林
｣､
｢水
土
保
全
林
｣
と
な
っ
て
お
り
､
保
安
林
の
ほ
か
､
十
和
田
湖
､
奥
入
瀬
渓

流
周
辺
は
｢十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
｣
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡
中
下
流
域
の
奥
入
瀬
川
沿
い
は
民
有
林
が

多
い
｡
奥
入
瀬
川
の
水
源
で
あ
る
十
和
田
湖
は
､
流
域
面
積
59.74

�
､
最
大
水
深
327ｍ

の
カ
ル
デ
ラ
湖
で
､
奥

入
瀬
川
が
唯
一
の
流
出
河
川
に
な
っ
て
い
る
｡
流
水
口
で
あ
る
子
ノ
口
に
は
子
ノ
口
調
節
水
門
が
あ
り
､
流

出
量
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
た
め
､
奥
入
瀬
渓
流
は
､
河
床
が
平
坦
で
広
く
､
水
際
に
ま
で

樹
木
が
み
ら
れ
､
流
路
に
転
が
る
大
小
の
岩
も
苔
む
し
た
美
し
い
景
観
を
呈
し
て
い
る
｡

十
和
田
湖
は
､
我
が
国
で
も
屈
指
の
透
明
度
の
高
さ
を
誇
る
貧
栄
養
湖
で
あ
り
､
ま
た
､
最
上
流
部
の
奥

入
瀬
渓
流
は
､
両
岸
に
断
崖
が
連
続
し
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
滝
が
あ
る
ほ
か
､
そ
の
渓
谷
を
覆
い
隠
す
よ
う
に

サ
ワ
グ
ル
ミ
な
ど
の
渓
畔
林
が
続
い
て
お
り
､
観
光
地
と
し
て
全
国
的
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
｡

奥
入
瀬
渓
流
の
下
流
に
な
る
と
､
氾
濫
原
が
徐
々
に
広
が
り
始
め
､
中
流
景
観
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
｡

周
囲
の
森
林
も
､
ス
ギ
､
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の
植
林
が
占
め
､
自
然
林
は
少
な
い
｡
中
流
か
ら
下
流
部
は
河
岸

段
丘
が
発
達
し
て
お
り
､
段
丘
崖
で
は
豊
富
な
湧
水
が
み
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
｡
ま
た
､
中
・
下
流
部
は
､

河
川
改
修
に
よ
る
護
岸
整
備
､
河
道
の
直
線
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
､
人
工
的
な
要
素
が
強
く
な
っ
て
く
る
が
､

水
質
は
良
好
で
あ
り
､
川
辺
に
は
ヨ
シ
原
､
ヤ
ナ
ギ
林
等
の
水
辺
植
生
も
残
さ
れ
て
い
る
｡

奥
入
瀬
川
で
は
､
ヤ
マ
メ
､
イ
ワ
ナ
類
､
ア
ユ
な
ど
を
対
象
と
し
た
釣
り
が
盛
ん
で
あ
る
｡
５
月
に
は
産

卵
の
た
め
に
遡
上
し
て
き
た
ウ
グ
イ
を
人
工
瀬
に
集
め
て
捕
獲
す
る
｢瀬
付
け
｣
と
呼
ば
れ
る
漁
が
行
わ
れ

て
い
る
が
､
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
自
家
消
費
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
｡

奥
入
瀬
川
は
､
内
水
面
漁
業
が
比
較
的
盛
ん
で
あ
り
､
お
い
ら
せ
町
や
十
和
田
市
で
は
､
遡
上
サ
ケ
の
採

捕
も
行
わ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
流
域
関
係
市
町
に
よ
る
｢奥
入
瀬
川
清
流
協
議
会
｣
や
｢お
い
ら
せ
知
の
会
｣

な
ど
に
よ
り
奥
入
瀬
川
の
環
境
を
守
る
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
､
十
和
田
市
よ
り
下
流
で

は
､
河
川
公
園
な
ど
も
整
備
さ
れ
､
地
域
に
密
着
し
た
親
し
ま
れ
る
川
と
な
っ
て
い
る
｡

奥
入
瀬
川
に
は
､
稲
作
の
た
め
の
灌
漑
用
水
の
取
水
堰
が
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
が
､
特
に
三
本
木
原
台

地
の
開
拓
の
た
め
に
幕
末
頃
開
削
さ
れ
た
｢稲
生
川
｣
は
著
名
で
あ
り
､
こ
の
三
本
木
原
開
拓
に
関
す
る
ト

ン
ネ
ル
の
遺
構
な
ど
が
今
で
も
残
さ
れ
て
い
る
｡

そ
の
他
､
風
土
・
文
化
の
面
で
は
､
数
多
く
分
布
す
る
縄
文
期
以
降
の
遺
跡
や
､
江
戸
時
代
後
期
の
住
宅

で
あ
る
｢旧
笠
石
家
住
宅
｣
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
民
族
芸
能
に
つ
い
て
は
､
十
和
田
市
の
｢南
部
駒
踊
り
｣
な
ど
が
あ
る
｡

5

５
保
全
の
方
針
そ
の
他
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

(１
)
保
全
の
目
標

森
､
川
､
海
は
､
地
域
住
民
の
生
活
と
結
び
つ
い
て
､
様
々
な
説
話
､
風
俗
習
慣
等
の
地
域
文
化
を
形

成
し
て
き
た
が
､
保
全
地
域
は
､
特
に
流
域
の
特
色
を
有
す
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
流
域
に

関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
そ
の
価
値
を
正
し
く
認
識
し
､
そ
れ
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
､
ふ
る
さ
と
の
森
と

川
と
海
と
の
共
生
を
積
極
的
に
図
る
と
い
う
考
え
の
下
に
連
携
し
て
一
体
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に

よ
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
努
め
る
｡

ま
た
､
森
・
川
・
海
の
保
全
及
び
創
造
に
お
い
て
は
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
を
維
持
す
る
と
い
う

基
本
の
下
に
､
流
域
の
特
質
に
配
慮
し
､
適
切
に
実
施
す
る
｡

こ
の
こ
と
に
よ
り
､
奥
入
瀬
川
流
域
の
森
・
川
・
海
が
､
四
季
折
々
の
変
化
に
富
ん
だ
豊
か
で
美
し
い

自
然
に
彩
ら
れ
､
様
々
な
生
物
を
育
み
､
そ
の
中
で
地
域
住
民
が
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
得
な
が
ら
暮
ら
せ
る

特
色
の
あ
る
奥
入
瀬
川
流
域
の
姿
を
実
現
す
る
｡

(２
)
保
全
施
策

上
記
の
目
標
達
成
に
向
け
て
､
次
の
施
策
を
実
施
す
る
｡

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築

保
全
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
､
流
域
の
視
点
か
ら
地
域
住
民
､
事
業
者
､
民
間
団
体
､
関
係
市

町
､
国
及
び
県
が
協
力
し
て
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
奥
入
瀬
川
流
域
に
お

け
る
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
｡

イ
定
期
的
な
観
察
・
巡
視
・
調
査
と
適
切
な
管
理

保
全
地
域
を
中
心
に
奥
入
瀬
川
流
域
の
良
好
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
､
定
期
的
な
森
・
川
・
海

の
観
察
・
巡
視
・
調
査
を
行
い
､
適
切
な
管
理
を
行
う
｡

ウ
人
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
合
い
の
場
の
活
用

上
流
の
十
和
田
湖
や
奥
入
瀬
渓
流
等
は
､
観
光
で
訪
れ
る
人
も
多
い
こ
と
か
ら
､
今
後
も
積
極
的
に

活
用
を
図
る
と
と
も
に
､
関
係
機
関
と
連
携
し
､
環
境
学
習
の
場
等
と
し
て
活
用
を
推
進
し
､
森
・
川
・

海
の
保
全
へ
の
理
解
を
育
む
｡

さ
ら
に
､
地
元
と
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
各
区
域
で
の
体
験
学
習
等
の
取
り
組
み
を
推
進
し
､
森
・

川
・
海
の
一
体
的
な
保
全
へ
の
理
解
を
深
め
る
｡

エ
特
定
行
為
に
対
す
る
適
切
な
対
処

特
定
行
為
の
届
出
に
つ
い
て
は
､
内
容
を
的
確
に
把
握
し
､
適
切
な
指
導
・
勧
告
を
通
じ
て
保
全
上

適
切
な
方
向
へ
の
誘
導
を
図
る
｡

な
お
､
特
定
行
為
の
届
出
の
適
用
除
外
と
な
る
自
然
公
園
法
､
森
林
法
､
河
川
法
等
の
法
令
に
基
づ

く
許
認
可
等
に
お
い
て
は
､
各
法
に
基
づ
く
保
全
上
の
審
査
を
行
い
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保

全
を
図
る
｡

オ
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造
の
推
進

創
造
施
策
に
お
い
て
は
､
奥
入
瀬
川
流
域
の
過
去
を
考
察
し
､
多
様
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る

森
と
川
と
海
の
環
境
を
持
続
可
能
な
状
態
で
次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
取
り
組
む
｡

カ
森
･川
･海
の
保
全
地
域
･保
全
計
画
の
変
更

保
全
計
画
の
策
定
及
び
保
全
地
域
指
定
後
､
社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
指
定
保
全
地
域
及
び
保
全

計
画
を
変
更
す
る
｡

6
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管
理
内
容

現
在
の
良
好
な
自
然
環
境
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
､
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
以
下
の
管
理
を

青
森
県
､
関
係
市
町
お
よ
び
流
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
｡

保
全
地
域
の
管
理
に
つ
い
て
は
､
継
続
的
に
水
質
や
ゴ
ミ
投
棄
等
の
現
状
把
握
を
実
施
す
る
と
と

も
に
巡
視
等
に
よ
り
管
理
を
行
う
｡

(ア
)
管
理
の
内
容

・
水
質
の
把
握

・
ゴ
ミ
の
投
棄
や
汚
濁
排
水
状
況
の
把
握

・
そ
の
他
河
岸
の
状
況
の
把
握

(イ
)
管
理
の
方
法

参
加
型
・
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
活
用
す
る
ほ
か
､
今
後
の
地
元
協
議
に
よ
り
役

割
分
担
を
行
う
｡

(２
)
清
流
管
理
の
た
め
の
指
標

ア
管
理
指
標
の
設
定

(ア
)
公
共
用
水
域
水
質
測
定

公
共
用
水
域
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
基
準
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
｣

の
５
項
目
(pH
・
B
O
D
(C
O
D
)・
SS・

D
O
・
大
腸
菌
群
数
)
を
指
標
と
す
る
｡

(イ
)
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

目
視
に
よ
る
渇
水
時
の
流
量
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
質

流
水
の
性
状
(透
視
度
､
臭
気
等
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
魚
類

魚
類
の
生
息
状
況
(生
息
範
囲
､
行
動
､
浮
上
死
な
ど
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
生
生
物

｢水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定
｣
に
示
さ
れ
た
種
を
指
標
と
す
る
｡

8

第
２
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
つ
い
て
の
施
策
に
関
す
る
事
項

１
清
流
管
理
指
針

保
全
地
域
内
の
河
川
に
お
い
て
､
河
川
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
の
指
針
､
保
全
施
策
の
た
め
の

指
標
と
す
る
｡

な
お
､
本
指
針
で
は
下
記
の
２
つ
の
方
法
で
管
理
を
行
う
｡

ア
公
共
用
水
域
水
質
測
定

開
運
橋
､
幸
運
橋
､
十
和
田
橋
､
馬
門
橋
､
十
和
田
湖
地
点
に
お
い
て
､
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す

る
環
境
基
準
｣
に
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
水
質
測
定
を
県
が
継
続
的
に
行
う
｡

イ
日
常
的
な
清
流
管
理

地
域
住
民
等
に
よ
り
日
常
的
な
管
理
を
行
う
｡

(１
)
清
流
管
理
の
基
本
的
事
項

ア
管
理
区
間

管
理
区
間
は
､
保
全
地
域
指
定
で
定
め
た
河
川
の
う
ち
下
表
の
地
点
と
す
る
｡

7

図
管
理
区
間
位
置
と
開
運
橋
・
幸
運
橋
・
十
和
田
橋
・
馬
門
橋
・
十
和
田
湖
観
測
地
点

区
分

管
理
地
点
及
び
区
間

公
共
用
水
域
水
質
測
定

開
運
橋

幸
運
橋

十
和
田
橋

馬
門
橋

十
和
田
湖
(中
央
､
子
ノ
口
前
面
)

日
常
的
清
流
管
理

下
田
橋
付
近

広
瀬
橋
付
近

奥
入
瀬
渓
流
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管
理
す
べ
き
基
準
値

(ア
)
公
共
用
水
域
水
質
測
定

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
を
満
足
す
る
こ
と
｡

9

管
理
地
点

水
質
管
理
基
準

十
和
田
湖

(中
央
､
子
ノ
口
前
面
)

湖
沼
環
境
基
準
Ａ
Ａ
類
型

pH
：
6.5以

上
8.5以

下
C
O
D
：
１
㎎
/�
以
下

SS：
１
㎎
/�
以
下

D
O
：
7.5㎎

/�
以
上

大
腸
菌
群
数
：
50M
PN
/100�

以
下

馬
門
橋

河
川
環
境
基
準
Ａ
Ａ
類
型

pH
：
6.5以

上
8.5以

下
B
O
D
：
１
㎎
/�
以
下

SS：
25㎎
/�
以
下

D
O
：
7.5㎎

/�
以
上

大
腸
菌
群
数
：
50M
PN
/100�

以
下

十
和
田
橋

幸
運
橋

河
川
環
境
基
準
Ａ
類
型

pH
：
6.5以

上
8.5以

下
B
O
D
：
２
㎎
/�
以
下

SS：
25㎎
/�
以
下

D
O
：
7.5㎎

/�
以
上

大
腸
菌
群
数
：
1,000M

PN
/100�

以
下

開
運
橋

河
川
環
境
基
準
Ｂ
類
型

pH
：
6.5以

上
8.5以

下
B
O
D
：
３
㎎
/�
以
下

SS：
25㎎
/�
以
下

D
O
：
５
㎎
/�
以
上

大
腸
菌
群
数
：
5,000M

PN
/100�

以
下

(イ
)
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

渇
水
時
に
瀬
涸
れ
等
が
生
じ
な
い
こ
と
｡

�
水
質

透
視
度
､
臭
気
等
の
異
常
が
な
い
こ
と
｡

�
魚
類

既
往
調
査
で
確
認
さ
れ
た
種
の
生
息
範
囲
や
行
動
に
異
常
が
な
い
こ
と
｡

浮
上
死
等
の
異
常
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
｡

�
水
生
生
物

き
れ
い
な
水
(Ⅰ
)
相
当
の
水
生
生
物
の
生
息
が
優
先
す
る
こ
と
｡

10

図
既
存
調
査
に
よ
る
魚
類
の
生
息
範
囲
の
目
安

水
質
判
定

指
標
生
物

き
れ
い
な
水

(Ⅰ
)

カ
ワ
ゲ
ラ
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
ナ
ガ
レ
ト
ビ
ケ
ラ
ヤ
マ
ト
ビ
ケ
ラ

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
ブ
ユ
ア
ミ
カ
サ
ワ
ガ
ニ
ウ
ズ
ム
シ

少
し
き
た
な
い
水

(Ⅱ
)

コ
ガ
タ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
オ
オ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
イ
シ
マ
キ
ガ
イ

カ
ワ
ニ
ナ
ス
ジ
エ
ビ

き
た
な
い
水

(Ⅲ
)

ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
タ
イ
コ
ウ
チ
ミ
ズ
ム
シ
イ
ソ
コ
ツ
ブ
ム
シ

ニ
ホ
ン
ド
ロ
ソ
コ
エ
ビ
タ
ニ
シ
ヒ
ル

大
変
き
た
な
い
水

(Ⅳ
)

セ
ス
ジ
ユ
ス
リ
カ
チ
ョ
ウ
バ
エ
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
サ
カ
マ
キ
ガ
イ

エ
ラ
ミ
ミ
ズ

※
は
､
奥
入
瀬
川
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
種
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森
・
川
・
海
の
主
要
な
要
素
を
保
護
す
る
た
め
の
事
項

(１
)
森
林
の
区
域
・
奥
入
瀬
川
上
流
域
の
区
域

ア
森
林
は
､
地
域
に
お
け
る
貴
重
な
産
業
・
観
光
・
自
然
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
区
域
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
る
国
有
林
野
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
森
林
の
公
益
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め

る
｡
ま
た
､
国
民
の
森
と
い
う
観
点
を
踏
ま
え
､
地
域
住
民
な
ど
県
民
参
加
の
植
樹
や
育
樹
を
通
じ
て

｢森
づ
く
り
｣
の
活
動
を
推
進
し
､
地
域
に
開
か
れ
た
適
切
な
森
林
の
保
全
・
育
成
に
努
め
る
｡

イ
植
樹
・
育
樹
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
推
進
を
通
じ
､
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
の
普
及

啓
発
を
図
る
と
と
も
に
､
森
の
保
全
・
育
成
を
担
う
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
人
材
や
担
い
手
の
育

成
を
図
る
｡

ウ
奥
入
瀬
渓
流
等
の
優
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
､
地
域
住
民
等
の

連
携
に
よ
り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

エ
｢十
和
田
湖
｣､
｢奥
入
瀬
渓
流
｣､
｢蔦
沼
｣
は
､
観
光
客
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
が
自
然
と
親
し
み
､

憩
い
や
す
ら
ぐ
場
､
自
然
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と
し
て
の
活
用
を
推
進
す
る
｡

(２
)
河
川
の
区
域

ア
奥
入
瀬
川
の
源
で
あ
る
十
和
田
湖
の
水
質
改
善
を
図
る
た
め
､
水
質
・
生
態
系
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
､

十
和
田
湖
環
境
保
全
会
議
の
開
催
､
地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発
や
秋
田
県
と
連
携
し
た
十
和
田
湖
に
流

入
す
る
河
川
の
水
質
・
流
量
調
査
等
に
取
り
組
む
｡

イ
ヤ
ナ
ギ
や
ヨ
シ
な
ど
の
河
辺
植
生
､
希
少
種
で
あ
る
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
､
カ
ジ
カ
(小
卵
型
)､
降
海
型
イ

ト
ヨ
な
ど
の
魚
種
が
見
ら
れ
多
種
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ

れ
ら
の
生
物
の
生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
に
よ

り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

ウ
河
川
環
境
に
関
す
る
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
､
定
期
的
に
保
全
地
域
を
中
心
と
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
｡
ま
た
､
地
域
住
民
等
と
の
情
報
交
換
等
に
よ
り
自
発
的
な
住
民
参
加
の
も
と
に
河
川
清
掃

を
継
続
し
､
良
好
な
水
環
境
の
保
全
に
努
め
る
｡

エ
地
域
住
民
等
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
､
河
川
及
び
沿
岸
に
生
息
・
生
育
す
る
魚
類
及
び
植
物
の
よ
り

よ
い
生
息
・
生
育
環
境
の
維
持
・
保
全
及
び
河
川
の
美
化
・
水
質
の
向
上
・
維
持
に
努
め
る
｡

オ
広
瀬
橋
付
近
は
､
白
鳥
の
飛
来
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
そ
の
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ

る
さ
と
環
境
守
人
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
に
よ
り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

(３
)
海
岸
の
区
域

ア
行
政
と
地
域
住
民
が
連
携
し
て
､
海
岸
利
用
者
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
､
適

正
な
海
岸
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
､
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
・
協
力
の
体
制
づ
く
り
な

ど
を
図
り
､
美
し
く
快
適
な
海
岸
づ
く
り
を
進
め
る
｡

イ
海
岸
防
災
林
は
､
関
係
団
体
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
に
よ
り
､
飛
砂
防
備
保
安
林
と
し
て
の
公
益

的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
な
適
切
な
森
林
の
保
全
・
育
成
に
努
め
る
｡
ま
た
､海
岸
防
災

林
の
役
割
に
つ
い
て
普
及
啓
発
し
､
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
森
林
管
理
や
森

林
教
育
の
場
な
ど
と
し
て
の
活
用
を
図
る
｡

ウ
奥
入
瀬
川
河
口
付
近
及
び
海
岸
防
災
林
は
､
野
鳥
の
生
息
・
飛
来
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
地

域
住
民
に
よ
る
野
鳥
観
察
が
行
わ
れ
､
良
好
な
海
岸
の
環
境
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
｡

エ
海
岸
の
環
境
保
全
を
図
る
た
め
､
河
川
及
び
海
岸
へ
の
ゴ
ミ
投
棄
防
止
に
努
め
る
｡

11

(４
)
全
般
的
な
保
全
施
策

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
取
り
組
み
の
積
極
的
な
推
進

(ア
)
河
川
愛
護
制
度
に
よ
る
清
掃
活
動
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
､
保
全
地
域
を
中
心
に
森
・
川
・
海
で

の
住
民
参
加
に
よ
る
保
全
に
取
り
組
む
｡

(イ
)
流
域
の
小
中
学
校
の
児
童
･生
徒
に
よ
る
環
境
教
育
と
連
携
し
､清
流
管
理
指
針
の
水
生
生
物
･水

質
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
､地
域
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら
指
標
項
目
調
査
を
行
う
｡

ま
た
､
水
質
調
査
活
動
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
､
生
活
排
水
対
策
等
に
対
す
る
普
及
啓
発
を
図
る
｡

(ウ
)
地
域
住
民
等
と
行
政
が
協
働
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
等
を
行
う
な
ど
地
域
住
民
等
に

対
す
る
保
全
計
画
へ
の
理
解
と
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
｡

イ
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
促
進

(ア
)
調
査
研
究
の
推
進
を
図
る
た
め
､
民
間
団
体
等
に
対
す
る
各
種
助
成
制
度
や
関
係
情
報
の
提
供
等

を
行
う
｡

(イ
)
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
､
学
習
会
の
開
催
等
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
場
を
提
供
す
る
｡

ウ
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
支
援

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
地
域
住
民
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
､
観
察
､
環
境
学
習
等
へ
の
支

援
を
行
う
｡

(５
)
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
資
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
､
｢県
民

の
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
礎
と
な
る
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
を
守
り
､
こ
れ
を
揺
る
ぎ
な
い
形
で

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
｣
と
の
条
例
の
理
念
を
尊
重
す
る
｡

森
林
､
河
川
及
び
海
岸
の
一
体
的
整
備
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
行
う
際
に
は
､
奥
入
瀬
川
流
域
の
過
去

を
考
察
し
な
が
ら
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
を
維
持
し
､
か
つ
て
の
奥
入
瀬
川
流
域
に
近
づ
く
よ
う
に

次
の
と
お
り
取
り
組
む
｡

ア
も
と
も
と
の
姿
を
参
考
と
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

事
業
を
実
施
す
る
と
き
は
､
も
と
も
と
の
森
や
川
や
海
の
状
態
を
参
考
に
し
､
動
植
物
の
生
態
系

や
自
然
景
観
に
配
慮
し
た
森
づ
く
り
や
川
づ
く
り
や
海
づ
く
り
を
実
施
す
る
｡

イ
自
然
の
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

(ア
)
森
･川
･海
自
身
が
つ
く
る
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
､多
様
な
形
状
の
保
全
･復
元
に
努
め
る
｡

(イ
)
侵
食
が
進
ん
で
い
る
海
岸
に
つ
い
て
は
､
沿
岸
域
漂
砂
の
動
向
だ
け
で
な
く
､
山
か
ら
海
ま
で
を

含
め
た
河
川
流
域
と
も
連
携
を
図
り
､
砂
浜
の
保
全
や
回
復
を
図
る
｡

ウ
注
目
す
べ
き
生
物
の
保
存
を
確
保
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

希
少
種
や
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
生
物
､
地
域
の
良
好
な
環
境
を
代
表
す
る
生
物
を
含
め
た
生
態
系

を
保
全
す
る
視
点
に
立
っ
た
事
業
実
施
に
努
め
る
｡

エ
地
域
住
民
と
の
対
話
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

奥
入
瀬
川
流
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
・
川
・
海
づ
く
り
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
､
地
域
住
民
等
の
知

見
・
情
報
を
活
用
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
や
役
割
分
担
に
よ
り
取
り
組
む
｡

オ
関
係
行
政
機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
､
他
の
事
業
者
が
関
連
す
る
整
備
を
行
う
場
合
に
十
分
な
調
整

を
図
る
｡
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カ
持
続
可
能
な
森
づ
く
り

上
・
中
流
域
に
存
す
る
育
成
途
上
の
森
林
に
つ
い
て
は
､
間
伐
な
ど
適
正
な
保
育
を
推
進
す
る
と
と

も
に
､
広
葉
樹
の
植
栽
や
複
層
林
へ
の
誘
導
な
ど
多
用
な
森
林
の
造
成
を
図
る
｡
ま
た
､
ブ
ナ
､
ミ
ズ

ナ
ラ
な
ど
を
中
心
と
し
た
天
然
林
に
お
い
て
も
適
切
な
施
業
を
行
い
､
公
益
的
な
機
能
を
持
続
的
に
発

揮
す
る
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
む
｡

キ
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
川
づ
く
り

(ア
)
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､
周
辺
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
｡

(イ
)
河
畔
林
を
保
全
す
る
と
と
も
に
､
連
続
性
の
確
保
に
努
め
､
森
と
川
と
海
を
結
ぶ
回
廊
と
な
る
よ

う
に
配
慮
す
る
｡

(ウ
)
魚
類
等
の
遡
上
・
降
下
に
支
障
の
あ
る
河
川
横
断
工
作
物
の
改
築
に
あ
た
っ
て
は
構
造
を
見
直
し
､

森
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
の
確
保
を
図
る
｡

ク
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
海
づ
く
り

(ア
)
海
岸
と
海
域
､
陸
域
､
河
川
な
ど
と
の
空
間
的
な
連
続
性
､
環
境
変
化
の
時
間
的
連
続
性
､
生
息
・

生
育
の
場
や
生
物
の
多
様
性
及
び
変
動
性
に
留
意
す
る
｡

(イ
)
繁
殖
場
､
生
育
場
､
生
息
場
等
に
な
っ
て
い
る
多
様
な
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､
そ
の
場
を
構

成
す
る
環
境
要
素
や
場
の
つ
な
が
り
を
適
正
に
維
持
す
る
｡

(ウ
)
河
口
周
辺
の
海
岸
及
び
海
岸
防
災
林
で
は
春
・
秋
季
に
多
く
の
渡
り
鳥
が
見
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の

渡
り
鳥
に
と
っ
て
休
息
､
採
餌
､
繁
殖
等
に
必
要
な
区
域
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
､
将
来
に
わ
た
っ

て
地
域
と
共
存
で
き
る
環
境
を
維
持
す
る
た
め
､
水
鳥
た
ち
の
生
息
の
場
を
保
全
す
る
｡

ケ
間
伐
材
を
利
用
し
た
川
づ
く
り

森
林
担
当
部
局
､
河
川
・
砂
防
事
業
担
当
部
局
は
､
お
互
い
に
連
携
し
て
間
伐
材
の
需
給
情
報
を
交

換
し
､
地
域
で
供
給
さ
れ
る
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
｢森
を
育
む
川
づ
く
り
｣
を
推
進
す
る
｡

コ
川
づ
く
り
に
お
け
る
事
業
実
施
後
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

事
業
実
施
後
の
状
況
を
継
続
的
に
調
査
し
､
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
｡

サ
森
・
川
・
海
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
確
保

(ア
)
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
地
域
住
民
が
森
・
川
・
海
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
､
自
然
の
す
ば
ら
し

さ
や
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
体
験
の
場
､
遊
び
の
場
､
憩
い
・
や
す
ら
ぎ
の
場
､
交

流
の
場
を
創
出
す
る
｡

(イ
)
誰
も
が
安
全
に
河
川
に
近
づ
き
､
身
近
に
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
整
備
を
推
進
す

る
｡

(ウ
)
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
､
海
と
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
に
､
水
際
線
へ
の
向
上
を
図
る
｡
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３
森
・
川
・
海
の
維
持
・
管
理
に
関
す
る
事
項

(１
)
現
地
で
の
維
持
管
理
内
容

(ア
)
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
巡
視

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
巡
回
ル
ー
ト
及
び
､
そ
の
巡
視
方
法
・
巡
視
エ
リ
ア
・
巡
視
頻
度
を
設
定
し
､

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
が
巡
視
す
る
｡

(イ
)
報
告
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
､
問
題
発
生
時
に
連
絡
す
る
以
外
に
巡
視
し
た
結
果
を
記
録
し
､
一
月
分
を

ま
と
め
て
県
(河
川
砂
防
課
長
)
に
報
告
す
る
｡

(ウ
)
問
題
発
生
時
の
対
応

問
題
発
生
時
は
､
連
絡
窓
口
か
ら
森
､
川
､
海
の
管
理
担
当
関
係
機
関
及
び
関
係
市
町
へ
連
絡
を
行

い
､
管
理
担
当
機
関
等
が
現
場
で
対
応
す
る
｡

(２
)
現
地
管
理
体
制
と
役
割
分
担

４
管
理
上
必
要
な
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

保
全
地
域
表
示
看
板
の
設
置

表
示
看
板
に
は
､
保
全
地
域
の
名
称
・
保
全
地
域
の
範
囲
・
保
全
地
域
の
特
質
を
表
示
す
る
こ
と
と
し
､

必
要
に
応
じ
て
生
息
す
る
生
物
等
の
写
真
等
を
表
示
す
る
｡
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